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デイサービスでのメインイベントとして9月に敬老会を行いました。ご
家庭では作る事が難しい和菓子作りや職員による出し物を披露し拍手喝
采！とても賑やかな敬老会となり、皆様とても喜ばれておりました。また、
8月、9月は日々のレクリエーションにも力を入れ、足や手を使ったレク
リエーションを行い、楽しく過ごしています。一日一日のデイサービスを
楽しく過ごしてもらえたらと思い、職員も企画しています♪

ショートステイでは敬老会のイベントとして「運動会」を行いました。
コロナ禍の為、感染対策を行いながら、風船渡し競争や玉入れを行い、ご
利用者と職員で組まれた2チームで白熱した戦いが繰り広げられていまし
た。職員によるラムネ早飲み競争では、利用者様の声援が響き渡りました。
「楽しかった」「またしてね」と笑顔あふれる1日となりました。

特養では各ユニットごとに敬老会を催しました。「ボーリング」「お饅
頭づくり」「箱の中身はなんだろな？ゲーム」と、バラエティーに富んだ
イベントが開催されていました。これからも、職員一同、入居者様と元気
に楽しく、過ごせるように、皆様の日々の暮らしの中で楽しみある機会を
作っていきたいと思っています。

9月24日

9月15日



琴の浦荘では、コロナ禍でも感染対策をしっかりと行いながら、子ども
達との交流学習を続けています。9月18日は、敬老の日を迎えるデイ
サービスや施設のご利用者様へ日頃の感謝の手紙をもってきてもらいまし
た。また、30日は形上小学校へ職員が出向き、琴の浦荘の設備や職員の
働き方について映像やスライドを使用して紹介をしました。

10月1日、グループホーム職員として新たに入職した職員と既存施設
から異動した職員を含めた辞令交付式を行いました。グループホーム開設
を2か月後に控え、新しい仲間と心地よい緊張感の中、身が引き締まる機
会となりました。

琴の浦荘では毎月職員研修を行っています。今月は身体拘束廃止委員会
が主催した「スピーチロック」について学びました。「スピーチロック」
とは言葉を使った目に見えない身体拘束の事を言い、大きな虐待に繋がる
可能性があるものです。研修会の中では、他にも身体的虐待についての学
ぶ機会もあり、身体拘束について理解を深め、身近に起こりえる事と捉え、
改めて日常の業務について振り返る機会となりました。

９月24日8月9日

8月9日に3、5丁目の入居者様と夏祭りを開催しました。ヨーヨー釣り
では多くの方が参加され、苦戦しながらも頑張っておられました。かき氷
では好きな味を選ばれ「冷たい!!」と驚かれても久しぶりの夏の味に夢中
で召し上がっていました。食事の進まない方もかき氷を口に含むと食が進
み、普段とは違う表情を浮かべ、夏のひと時を楽まれていました。

9月18日、30日

琴の浦荘では「新型コロナウィルス感染段階対応の目安」を元に、感染
ステージに合わせて面会の制限をおこなっております。上の表の赤枠の通
りとなりますので、ご協力とご理解のほど、よろしくお願いいたします。

10月1日


